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【大会概要】 

 2022年9月7日から2022年9月10日に開催された、52th European Association For 

Behavioural And Cognitive Therapiesに参加した。スペインのバルセロナで開催され

ていたが、新型コロナウイルスの状況に鑑み、オンラインという形で参加した。オン

ラインでの大会は、サイトからセッションを選び、アクセスすることで参加すること

ができた。ポスター発表は、大会期間中はいつでも閲覧できるよう貼り出されてお

り、メールで質問することが可能だった。そのため、時間を気にすることなく、自分

の研究と関連がある研究や、その他興味のある研究のポスターを見ることができた。 

 

【発表内容の概要】 

 “Examining the effectiveness of a coping skills intervention for anxiety for junior 

high school students amidst the COVID-19 pandemic”という題目でポスター発表を

行った。本研究は、コロナ禍で中学生を対象とした不安に対するコーピングの拡充を

目的とした介入の効果を検討した。結果として、不安の得点は有意に減少し、コーピ

ングの問題回避得点、肯定的な解釈と気晴らし得点は有意に増加したが、サポート希

求は有意な差はみられなかった。このことから、コロナ禍など自分でコントロールで

きない状況では、問題回避や肯定的解釈や気晴らしが有効であることが明らかとな

り、目的に応じて介入方法を使い分けることが重要であることが示唆された。 

 

【体験記】 

 ポスター発表は、大会期間中はいつでも見ることができるようになっていた。国際

学会であったため、結果などグラフを用いて、視覚的にわかるように工夫した。ま

た、口頭で補足の説明ができなかったため、説明がなくても理解できるよう工夫を行

った。大会期間中はいつでも見ることができるシステムであったため、自分の興味の

ある多くの研究を学ぶことができた。 

 対面で参加することができなかったため、現地の雰囲気を感じたり、参加している

先生方と気軽に交流することは難しかった。しかし、オンラインだったからこそ、わ

からないことをすぐに調べることができ、内容を理解しながら参加することができた

と考える。 

初めて国際学会に参加し、自分の研究を発信することができ、大きな自信につなが

った。今後も、国際学会での発表にチャレンジしていきたい。また、今度は現地で参

加している先生方とコミュニケーションをとりながら学会に参加したいと思った。こ

の経験を今後の研究および臨床活動に活かしていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


